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SDメモリーカードやmicroSDHCメモリーカードの抜き差しは、必ず電源を切った状態で行ってください。
 ¡ SDメモリーカードでデータを読み書きをしたり、microSDHCメモリーカードを挿入したカメラユニットで
撮影、再生などをしているときに、メモリーカードを取り出したり、本機の電源を切ったりしないでください。
 ¡SDメモリーカードに書き込むときは、書き込み禁止スイッチを解除してください。
 ¡定期的にホコリやゴミなどを乾いた布で拭き取ってください。
 ¡長時間使用すると、SDメモリーカードやmicroSDHCメモリーカードが温かくなっている場合が
ありますが、故障ではありません。
 ¡ SDメモリーカードやmicroSDHCメモリーカードには寿命があり、長期間使用すると書き込みや
消去などができなくなる場合があります。
 ¡市販のSDメモリーカードやmicroSDHCメモリーカードが不良品の場合、正常に動作しない場合
があります。
 ¡データ破損による損害については、当社は一切の責任を負いかねます。
 ¡次のことをお守りください。
・  SDメモリーカード挿入口やカメラユニットのmicroSDHCメモリーカード挿入口に異物を入れ
ないでください。
・  静電気や電気的ノイズを受けたり暖房器具の熱が直接あたるおそれのある場所に、SDメモリー
カードやmicroSDHCメモリーカードを放置しないでください。
・  本機から取り出したら必ず収納ケースに入れ、直射日光や湿気の多いところをさけて保管してください。
・裏面の端子部を手や金属で触れたり、汚したりしないでください。
・SDメモリーカードに貼られているラベルをはがしたり、シールなどを重ねて貼らないでください。
・強い衝撃を与える、曲げる、落とす、水に濡らすなどはしないでください。

SDメモリーカード／microSDHCメモリーカードについて

本機はSD規格に準拠した下記のメモリーカードに対応しています。
下記以外のメモリーカードは使用できません。
※ 本書では特にことわりのない限り、ナビゲーション本体で使用できる下記メモリーカードを「SD
メモリーカード」と総称して表記しています。

ナビゲーション本体で使用できるカード カメラユニットで使用できるカード

ナビゲーション本体で
使用できるカード

 ¡ 市販のSDHCメモリーカード（32 GB以下）
 ¡ 市販のSDメモリーカード（2 GB以下）

※ miniSD／microSD／microSDHCメモリーカー
ドも使用できます。使用する場合は、必ずカード
に付属の専用アダプターを装着し、取り出すとき
は必ずアダプターごと取り出してください。

※ 無線LAN内蔵のSDメモリーカードは使用でき
ません。

 ¡付属のmicroSDHCメモリーカード
 ¡市販のmicroSDHCメモリーカード  
（4 GB以上、Class6またはClass10）

※ 上記以外のmicroSDHCメモリーカードを
使用すると、正常に撮影ができなかったり、
本機で認識できない場合があります。

フォーマットの方法 パソコンなどでFAT16またはFAT32でフォー
マットを行います。

本機でフォーマットを行います。
zL‒2

使用できるSDメモリーカード／microSDHCメモリーカード

カメラユニットで使用しているmicroSDHCメモリーカードは、ナビゲーション本体に挿入しないでください。お 願 い

フォーマット方法はそれぞれ異なります。上記以外の方法でフォーマットすると正しく使用できな
かったり、本機で認識できない場合があります。
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